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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオストリームがビデオストリームと同期される、前記ビデオストリーム及び前
記オーディオストリームを有するメディアストリームを受信するように構成されたメディ
アインタフェースと、
　ディスプレイに有線接続され、前記ビデオストリームの表示のために前記ディスプレイ
に前記ビデオストリームを送信するように構成されたディスプレイインタフェースと、
　ヘッドホンインタフェース上で前記オーディオストリームを再生するためにモバイル計
算デバイスのためのデジタルワイヤレスデータ接続を介して前記モバイル計算デバイスに
デジタルデータの形で前記オーディオストリームを流すように構成されたワイヤレスデー
タネットワークインタフェースと、
　前記ディスプレイによる前記ビデオストリームの受信と前記ディスプレイ上での前記ビ
デオストリームの表示との間の遅延を示すデジタル形式の遅延値を前記ディスプレイから
受信するように構成された遅延値インタフェースとを有するオーディオ転送デバイスであ
って、当該オーディオ転送デバイスは、
　前記ワイヤレスデータネットワークインタフェースを介して前記遅延値を前記モバイル
計算デバイスに転送し、
　前記デジタルワイヤレスデータ接続を介した前記オーディオストリームの遅延を表す無
線遅延値を確立するために前記モバイル計算デバイスにより遅延決定プロトコルを実行す
る、



(2) JP 6509116 B2 2019.5.8

10

20

30

40

50

ように構成されるプロセッサを有し、
　前記モバイル計算デバイスは、前記遅延値から前記無線遅延値を引いた分だけ前記オー
ディオストリームの再生を遅延させるためのオーディオデライヤを有し、前記遅延値から
前記無線遅延値を引いた値が負である場合、前記オーディオデライヤは負であることを前
記メディアインタフェースに報告し、前記メディアインタフェースは前記ビデオストリー
ムの前記ディスプレイへの転送を遅延させる、オーディオ転送デバイス。
【請求項２】
　前記モバイル計算デバイス上で再生している間における前記オーディオストリームを前
記ディスプレイ上の前記ビデオストリームの表示と同期させるための同期データストリー
ムを生成するように構成されたシンクロナイザを有し、
　前記ワイヤレスデータネットワークインタフェースは、前記同期データストリームを、
前記オーディオストリームと共に、前記デジタルワイヤレスデータ接続を介して前記モバ
イル計算デバイスに流すように構成される、請求項１に記載のオーディオ転送デバイス。
【請求項３】
　前記同期データストリームを前記ビデオストリームと共に前記ディスプレイに流すよう
に構成される、請求項２に記載のオーディオ転送デバイス。
【請求項４】
　前記同期データストリームは、タイムスタンプを有する、請求項２又は請求項３に記載
のオーディオ転送デバイス。
【請求項５】
　前記メディアストリームが、各々が前記ビデオストリームと同期される複数のオーディ
オストリームを有し、
前記ワイヤレスデータネットワークインタフェースが、前記デジタルワイヤレスデータ接
続を介して前記モバイル計算デバイスにデジタルデータの形式で前記複数のオーディオス
トリームを流すように構成され、
前記モバイル計算デバイスが、前記ヘッドホンインタフェース上で再生するために前記複
数のオーディオストリームからオーディオストリームを選択するように構成される、
請求項１－４のいずれか一項に記載のオーディオ転送デバイス。
【請求項６】
　前記メディアストリームを生成するためのメディアストリームソースを有する、請求項
１－５のうちいずれか一項に記載のオーディオ転送デバイス。
【請求項７】
　前記メディアストリームが、各々が前記ビデオストリームと同期される複数のオーディ
オストリームを有し、前記ワイヤレスデータネットワークインタフェースが、２つの異な
るオーディオストリームを２つの異なるモバイル計算デバイスに流す、請求項１から請求
項６のいずれか一項に記載のオーディオ転送デバイス。
【請求項８】
　請求項１－７のうちいずれか一項に記載のオーディオ転送デバイスを有する、前記ビデ
オストリーム表示するように構成されたディスプレイ。
【請求項９】
　オーディオストリームがビデオストリームと同期される、前記ビデオストリーム及び前
記オーディオストリームを有するメディアストリームを生成するためのメディアソースと
、
　メディアインタフェースにおいて前記メディアソースから前記メディアストリームを受
信するように構成された、請求項１－７のうちいずれか一項に記載のオーディオ転送デバ
イスと、
　前記ビデオストリームの表示のために前記オーディオ転送デバイスのディスプレイイン
タフェースから前記ビデオストリームを受信するように構成されたディスプレイと、
　モバイル計算デバイスとを有し、
　前記モバイル計算デバイスは、
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　前記オーディオ転送デバイスから前記オーディオストリームを受信するためのワイヤレ
スデータネットワークインタフェースと、
　ヘッドホンを前記モバイル計算デバイスに接続するためのヘッドホンインタフェースと
、
　前記モバイル計算デバイスの前記ワイヤレスデータネットワークインタフェースから前
記オーディオストリームを取得し、前記ヘッドホンインタフェース上で前記オーディオス
トリームを再生するためのオーディオプレーヤとを有する、オーディオ／ビデオシステム
。
【請求項１０】
　オーディオストリームがビデオストリームと同期される、前記ビデオストリーム及び前
記オーディオストリームを有するメディアストリームを受信するステップと、
　前記ビデオストリームを、前記ビデオストリームの表示のためのディスプレイに送信す
るステップと、
　モバイル計算デバイスがヘッドホンインタフェース上で前記オーディオストリームを再
生するために、前記オーディオストリームをデジタルデータの形でデジタルワイヤレスデ
ータ接続を介して前記モバイル計算デバイスに流すステップと、
　前記ディスプレイによる前記ビデオストリームの受信と前記ディスプレイ上での前記ビ
デオストリームの表示との間の遅延を示すデジタル形式の遅延値を前記ディスプレイから
受信するステップと、
　ワイヤレスデータネットワークインタフェースを介して前記遅延値を前記モバイル計算
デバイスに転送するステップと、
前記デジタルワイヤレスデータ接続を介した前記オーディオストリームの遅延を表す無線
遅延値を確立するために前記モバイル計算デバイスにより遅延決定プロトコルを実行する
ステップと、
前記モバイル計算デバイスのオーディオデライヤにより前記遅延値から前記無線遅延値を
引いた分だけ前記オーディオストリームの再生を遅延させるステップと、
を有し、前記遅延値から前記無線遅延値を引いた値が負である場合、前記オーディオデラ
イヤは負であることをメディアインタフェースに報告し、前記メディアインタフェースは
前記ビデオストリームの前記ディスプレイへの転送を遅延させる、オーディオ転送のため
の方法。
【請求項１１】
　コンピュータ上で実行されたときに当該コンピュータに請求項１０の方法を実行させる
、コンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オーディオストリームがビデオストリームと同期される、ビデオストリーム
及びオーディオストリームを有するメディアストリームを受信するように構成されたメデ
ィアインタフェースと、ビデオストリームの表示のためのディスプレイにビデオストリー
ムを送信するように構成されたディスプレイインタフェースとを有するオーディオ転送デ
バイスに関する。
【０００２】
　本発明は、更に、オーディオ転送のための方法及び対応するソフトウェアに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ホームエンターテイメントシステムは、通常、３つのコンポーネント、即ち、コンテン
ツを生成するためのメディアソースと、ビデオを表示するためのディスプレイと、対応す
るオーディオを再生するための外部ラウドスピーカとから成る。
【０００４】
　しかしながら、オーディオは、現在テレビを見ることに興味がない人々を妨害するかも
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しれない。人々がスクリーンを見るのを避け得るのに対して、オーディオについては部屋
を出ることなくこれを可能にできない。パーソナルメディアの出現によって、ますます多
くの人々は、彼らの私的なエンターテイメントで忙しく、同じディスプレイを必ずしも見
るというわけではない。それ故、ディスプレイ上に表示されるビデオに対応するオーディ
オの分配をよりよく制御するという必要性がある。
【０００５】
　ビデオに対応するヘッドホンでオーディオを受信する既存の手段は、限定され、柔軟性
がないことに留意されたい。テレビ受像器は、ヘッドホンが接続され得る１又はそれ以上
のオーディオジャックを備えてもよい。これは、ディスプレイからユーザにオーディオを
転送する直接的な問題を解決するが、不満な点が多い。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　改良されたオーディオ転送デバイスを有することが有利であるだろう。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　オーディオ転送デバイスは、メディアストリームを受信するように構成されたメディア
インタフェースを有し、前記メディアストリームは、ビデオストリーム及びオーディオス
トリームを有し、前記オーディオストリームは、前記ビデオストリームと同期され、当該
オーディオ転送デバイスは、前記ビデオストリームの表示のためのディスプレイに前記ビ
デオストリームを送信するように構成されたディスプレイインタフェースと、ヘッドホン
インタフェース上で前記オーディオストリームを再生するためにモバイル計算デバイスの
ためのデジタルワイヤレスデータ接続を介して前記モバイル計算デバイスにデジタルデー
タの形でオーディオストリームを流すように構成されたワイヤレスデータネットワークイ
ンターフェースとを有する。
【０００８】
　オーディオ転送デバイスは、ユーザがディスプレイ上でビデオストリームを見るのを可
能にする一方で対応するオーディオをモバイル計算デバイスから聴くのを可能にする。デ
ィスプレイ及びモバイル計算デバイスは、異なるデバイスである。ユーザは、モバイル計
算デバイスのヘッドホンインタフェースに接続されたヘッドホンを有してもよい。これは
、オーディオが私的な態様において消費されることを可能にする。モバイル計算デバイス
は、タブレット又はモバイルフォン（とりわけスマートフォン）であってもよい。ユーザ
は、ホームエンターテイメントシステムのオーディオチャネルをワイヤレスで聴くために
スマートフォンを用いてもよい。多くの人々は、スマートフォンを持っている。各スマー
トフォンユーザは、別個のワイヤレスヘッドホンを買う必要なくワイヤレスでオーディオ
を聴くことができる。
【０００９】
　これは、とりわけディスプレイがオーディオストリームを再生しないように構成される
場合に、オーディオが誰をも妨害しないという利点を有する。例えば、オーディオ転送デ
バイスは、オーディオストリームをディスプレイに転送しないように構成されてもよく、
それ故、ディスプレイを介したオーディオの再生を完全に回避する。典型的に、ディスプ
レイはテレビであるだろう。
【００１０】
　また、モバイル計算デバイスとは異なるサウンドレベル（即ちボリューム）でオーディ
オストリームを再生するようにディスプレイを構成することも可能である。この場合、オ
ーディオ転送デバイスは、オーディオストリームをディスプレイにも転送する。例えば、
モバイル計算デバイスは、ボリュームコントロール及びアンプを含んでもよい。昔から、
外部ラウドスピーカのボリュームレベルは、ホームエンターテイメントシステムを用いて
いる全てのユーザに対して同じである。しかしながら、オーディオ転送デバイスは、難聴
者がより高いサウンドレベルでオーディオストリームを個人的に聴くのを可能にする。モ
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バイル計算デバイスは、電子難聴補助具において一体化されてもよい。外部ラウドスピー
カ及びワイヤレスヘッドセットを介して同時に聴くことは、聴覚障害者がパーソナルボリ
ュームレベルを選択することを可能にする。それ故、難聴者は、難聴補助具を認可しない
ような僅かなものである場合でも、難聴を伴わない家族にとって快適なボリューム設定で
、彼らの家族とともにテレビを見続けることができ、彼らの家族は、例えばディスプレイ
の、ラウドスピーカを使用してオーディオストリームを聴く一方で、難聴者は、彼らのス
マートフォンを介して聴くだろう。また、モバイル計算デバイスは、ワイヤレス通信のた
めに構成されたモバイルデジタルデータ処理デバイスと呼ばれてもよい。
【００１１】
　メディアインタフェースは、アナログのオーディオ及びビデオとしてのメディアストリ
ームを受信するように構成されてもよいが、好ましくはデジタルメディアストリームであ
る。例えば、メディアストリームは、インターネットプロトコル（ＩＰ）を介して流され
てもよい。メディアストリームは、ＨＤＭＩを介して取得されてもよい。メディアストリ
ームインタフェースは、メディアストリームが示される方法に対応する。例えば、メディ
アストリームインタフェースは、ＨＤＭＩポート、ＵＳＢポート、イーサネットポート等
であってもよい。メディアストリームソース、言わばブルーレイプレーヤは、オーディオ
転送器と組み合わせられてもよい。例えば、ブルーレイのような光学ディスクプレーヤは
、オーディオ転送器に含まれ得る。好ましくは、オーディオ及びビデオは、メディアソー
スにおいて互いに同期される。
【００１２】
　同期は、メディアストリームインタフェースで受信したオーディオストリームとビデオ
ストリームとの間の同期も、ビデオストリーム及びオーディオストリームの表示の間も、
完全である必要はない。同期がユーザをいらいらさせないか、又は、より好ましくは、気
がつかれないのに十分である場合に十分である。好ましくは、オーディオストリームの再
生は、ビデオストリームの表示と同期される。一実施形態において、メディアインタフェ
ースで受信した場合の同期と比較される、オーディオストリームの再生とビデオの表示と
の間の相対的タイミングは、予め決められた境界の範囲内のままである。例えば、オーデ
ィオ及びビデオストリームの相対的タイミングは、＋４０ｍｓ及び－６０ｍｓ（それぞれ
、ビデオの前／後のオーディオ）の範囲内にあるべきである。より好ましくは、オーディ
オストリームとビデオストリームとの間の差は、＋５ｍｓ及び－１５ｍｓの範囲内にある
べきである。
【００１３】
　オーディオストリームは、少なくとも２つの異なる手段においてメディアストリームか
ら取得されてもよい。オーディオストリームがビデオストリームから分離して取得される
ことに留意されたい。これは、ビデオストリームを送信することなくオーディオストリー
ムの送信を可能にする。最初に、オーディオストリームは、メディアストリームから取得
されてもよい。例えば、オーディオ転送デバイスは、ビデオストリームとは別個のメディ
アストリームからオーディオストリームを取得するように構成されたオーディオセパレー
タを有してもよい。例えば、メディアストリームは、場合により信号が劣化された場合で
あっても伝送完全性を維持するためのストリーム同期フィーチャ及び／又は誤り訂正を伴
う、パケット化されたオーディオ及びビデオストリームを有してもよい。例えば、メディ
アストリームは、例えばＩＳＯ／ＩＥＣ規格１３８１８－１に応じた、ＭＰＥＧトランス
ポートストリームであってもよい。
【００１４】
　オーディオストリームは、ディスプレイから受信されてもよい。例えば、オーディオ転
送デバイスは、ビデオストリームとは別個のメディアストリームからディスプレイにより
取得されるオーディオストリームをディスプレイから受信するためのオーディオ受信イン
タフェースを有し、受信したオーディオストリームが、ディスプレイ上に表示されるビデ
オストリームと同期されてもよい。これは、例えばビデオの処理（例えば画像改善）のた
めの、ディスプレイにより取り込まれる遅延に対して補償が必要とされないという利点を
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有する一方で、これは、無線通信における遅延に対する補償は可能ではないという欠点を
有する。しかしながら、ワイヤレス接続を介した伝送によりもたらされる遅延は、良好な
状況においては十分低いものであり、随時の再送信を伴う状況においても、典型的には依
然として２５ｍｓより低くなるだろう。これは、この状況において、ビデオとオーディオ
との間の同期が依然として保持され得ることを意味する。実際には、３０ｍｓのバッファ
リングがモバイル計算デバイスに取り込まれる場合及び悪い状態であっても、遅延は、典
型的には、６０ｍｓの制限を満たすだろう。
【００１５】
　ディスプレイは、典型的にはテレビである。例えば、テレビがリビングルームの中央に
配置される。家族の幾つか又は全てのメンバーは、彼ら自身の優先度のオーディオ設定（
例えば、ボリューム、言語設定、及び／又は、イコライザ設定のようなオーディオプロフ
ァイル）によって更に同じビデオを見てもよい。
【００１６】
　ワイヤレスデータネットワークインターフェースは、無線ＬＡＮ（例えば、Ｗｉ－Ｆｉ
）のために構成されてもよい。ワイヤレスデータネットワークインターフェースは、パケ
ット化されたデジタルデータ伝送のために構成されてもよい。ワイヤレスデータネットワ
ークインターフェースは、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂ－１９９９規格のために構成されても
よい。例えば、ワイヤレスデータネットワークインターフェースは、言わば周波数変移符
合化（ＦＳＫ；frequency shift keying）よりもむしろ無線信号におけるデジタル情報の
符号化のためのいわゆる位相変移変調（ＰＳＫ；phase-shift keying）を用いてもよい。
【００１７】
　モバイル計算デバイスは、モバイルフォン（例えば、スマートフォン又はタブレット等
）であってもよい。モバイル計算デバイスは、ヘッドホン用のインタフェースを有する。
ヘッドホンは、ヘッドバンドにより耳の近くにラウドスピーカを配置してもよい。ヘッド
ホンは、耳自体にラウドスピーカを配置するイヤホンタイプのものであってもよい。ヘッ
ドホンは、ヘッドセットであってもよい。ヘッドホンは、補聴器であってもよい。モバイ
ル計算デバイスは、典型的には、コンピュータコード（例えばアプリ）を格納するための
電子メモリをと、前記コンピュータコードを実行するためのプロセッサとを有する。コン
ピュータコードは、オーディオストリームを受信し、ヘッドホンインタフェースに対して
再生するように構成される。アプリは、同期を実行してもよい。例えば、モバイル計算デ
バイスは、ディスプレイにおける遅延を補償するようにオーディオを遅延させてもよい。
例えば、モバイル計算デバイスは、他の同期化データを用いてもよい。
【００１８】
　好ましくは、モバイル計算デバイスで再生されるプライベートオーディオストリームは
、ディスプレイで表示されるビデオストリームと同期してある。例えば、異なる場所でビ
デオ及びオーディオストリームを再生するときに、メディアストリームにおける同期は、
ある程度は少なくとも保護される。オーディオストリームもディスプレイで再生された場
合には、外部ラウドスピーカ、例えばディスプレイのラウドスピーカで再生されるオーデ
ィオストリームは、モバイル計算デバイスで再生されるオーディオストリームと同期して
ある。
【００１９】
　例えば、オーディオ転送デバイスは、ディスプレイによりビデオストリームを受信する
こととディスプレイ上にビデオストリームを表示することとの間の遅延を表す遅延値をデ
ィスプレイからデジタル形式で受信するように構成された遅延値インタフェースを有して
もよい。遅延値は、モバイル計算デバイスに送信されてもよい。例えば、ワイヤレスデー
タネットワークインターフェースは、遅延値をモバイル計算デバイスに転送するように構
成されてもよく、従って、モバイル計算デバイスは、ビデオストリームの表示と同期させ
るためにオーディオストリームの再生を遅延させるためにオーディオディレイヤを用い得
る。遅延値は、オーディオの無線伝送を遅延させるためにオーディオ転送デバイス自体で
用いられてもよい。
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【００２０】
　また、無線伝送により、モバイル計算デバイスに、及び場合により、モバイル計算デバ
イスでのオーディオの処理に取り込まれる遅延が決定されてもよい。例えば、オーディオ
転送デバイス及びモバイル計算デバイスは、無線遅延値を確立するために遅延決定プロト
コルを実行するように構成されてもよい。そして、オーディオの遅延は、ディスプレイの
遅延値引く決定された無線遅延値まで低減されてもよい。例えば、無線遅延値は、平均遅
延であってもよい。例えば、遅延値は、往復時間の半分であってもよい。
【００２１】
　オーディオ転送デバイスは、ディスプレイ上のビデオストリームの表示を伴ってモバイ
ル計算デバイス上で再生している間、オーディオストリームを同期させるための同期デー
タストリームを生成するように構成されるシンクロナイザを有してもよく、ワイヤレスデ
ータネットワークインターフェースは、同期データストリームをオーディオストリームと
共にデジタルワイヤレスデータ接続を介してモバイル計算デバイスに流すように構成され
る。
【００２２】
　同期データは、モバイル計算デバイスに流されてもよく、場合により、ディスプレイに
流されてもよい。同期データは、例えばディスプレイの遅延値と共に、モバイル計算デバ
イスにのみ流されてもよい。ディスプレイは、概して、より一定の遅延をもつだろう。例
えば、同期データストリームは、タイムスタンプを有してもよい。オーディオ転送デバイ
ス及びモバイル計算デバイスは、これらのクロックを同期させるためにプロトコルを実行
してもよい。同期データをディスプレイに送ることを回避することは、オーディオ転送部
がより多くのディスプレイと互換性があるという利点をもつ。他方、モバイル計算デバイ
スは、例えば新たなソフトウェアをダウンロードすることにより、アップグレードをより
容易にする。更に、ディスプレイの遅延が概してより一定であるので、同期データを送信
することは必ずしも必要とは限らず、その代わりに、遅延値がディスプレイから取得され
得る。ディスプレイ値が他のソースから決定されてもよいことに留意されたい。例えば、
遅延値は、規格から得られてもよく（即ち、３０ｍｓで固定される）、又は、ユーザによ
り入力されてもよい。
【００２３】
　メディアストリームは、複数のオーディオストリームを含んでもよく、各オーディオス
トリームはビデオストリームと同期され、ワイヤレスデータネットワークインターフェー
スは、複数のオーディオストリームをデジタルデータの形でデジタルワイヤレスデータ接
続を介してモバイル計算デバイスに流すように構成され、モバイル計算デバイスは、ヘッ
ドホンインタフェース上で再生するために複数のオーディオストリームからオーディオス
トリームを選択するように構成される。また、オーディオ転送デバイスが２つの異なるオ
ーディオストリームを２つの異なるモバイル計算デバイスに送ることも可能である。また
、オーディオ転送デバイスが１又は複数のオーディオストリームを複数のモバイル計算デ
バイスに送るために無線放送プロトコルを用いることも可能である。
【００２４】
　複数のオーディオチァンネルを異なるスマートフォンに流すことは、プライベートなオ
ーディオストリーム（例えば、各ユーザが自己の言語のオーディオチャネルを聴くこと）
を可能にする。幾つかのユーザがコメントトラックを伴う動画を見るのを好む一方で、他
のものはオリジナルサウンドトラックを好む。昔から、ホームエンターテイメントシステ
ムにおいてコンテンツを再生しているときに、ヘッドホンを用いるときであっても、１つ
のオーディオストリームだけがレンダリングされる。これは、ユーザに単一の言語を選択
するのを強いる。オーディオ転送デバイスは、１又はそれ以上のモバイル計算デバイスに
転送するための１又はそれ以上のオーディオストリームを選択するためのセレクタを有し
てもよい。セレクタは、例えば無線通信を介して、モバイル計算デバイスのユーザからの
入力を受信してもよい。
【００２５】
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　オーディオ転送デバイスは、複数のオーディオストリームが複数のスマートフォンに同
時に送られるのを可能にしてもよい。人々は、同じテレビスクリーンを見ることができ、
異なるオーディオフィードを得ることができる。更に、誰もが、彼らのオーディオに同期
される同じディスプレイ上の同じビデオストリームを見る。
【００２６】
　オーディオ転送デバイスは、ディスプレイに含まれてもよい。
【００２７】
　本発明の一態様は、オーディオストリームがビデオストリームと同期される、ビデオス
トリーム及びオーディオストリームを有するメディアストリームを生成するためのメディ
アソースと、オーディオ転送デバイスのメディアインタフェースにおいて前記メディアソ
ースから前記メディアストリームを受信するように構成されるオーディオ転送デバイスと
、前記ビデオストリームの表示のために前記オーディオ転送デバイスのディスプレイイン
タフェースから前記ビデオストリームを受信するように構成されるディスプレイと、モバ
イル計算デバイスとを有し、前記モバイル計算デバイスは、前記オーディオ転送デバイス
から前記オーディオストリームを受信するためのワイヤレスデータネットワークインター
フェースと、ヘッドホンを前記モバイル計算デバイスに接続するためのヘッドホンインタ
フェースと、前記モバイル計算デバイスの前記ワイヤレスデータネットワークインターフ
ェースから前記オーディオストリームを取得し、前記ヘッドホンインタフェース上で前記
オーディオストリームを再生するためのオーディオプレーヤとを有する、オーディオ／ビ
デオシステムに関する。
【００２８】
　本発明は、（ＴＶ）スクリーン上に表示されるビデオストリームと同期して、ホームエ
ンターテイメントシステムのオーディオのスマートフォンへのストリーミングを可能にす
る。
【００２９】
　一実施形態において、ホームエンターテイメントシステムは、Ｗｉ－Ｆｉ技術を用いて
オーディオチャネルをワイヤレスで送る。スマートフォンアプリは、Ｗｉ－Ｆｉオーディ
オストリームを受信し、スマートフォンでのこのストリームの再生を可能にする。スマー
トフォンで再生されるオーディオチャネルは、ＴＶ又は他のディスプレイスクリーン上で
再生されるテレビチャンネルと同期される。これを達成するために、オーディオ信号をＷ
ｉ－Ｆｉを介して送る遅延及びビデオ処理によりもたらされる遅延は、互いに計算及び比
較される。
【００３０】
　ディスプレイ（例えばメイン（ＴＶ）スクリーン）上に示されるビデオストリームと同
期したオーディオコンテンツのモバイルデバイスへのストリーミングは、ユーザがテレビ
を共有する一方でプライベートなオーディオを楽しむことを可能にする。ユーザに関して
、彼らは、コンピュータコードを彼らのモバイル計算デバイス上にインストールする（例
えばアプリをダウンロードする）ことだけを必要とし、これは、モバイルデバイスが、オ
ーディオ転送デバイスからオーディオストリームを受信するために、及び、これをヘッド
ホンで再生するために、オーディオ転送デバイスに接続するのを可能にする。加えて、コ
ンピュータコードは、同期、ボリュームコントロール、言語選択等のようなサービスを実
行してもよい。
【００３１】
　オーディオ転送デバイスは、電子デバイス、即ち、セットトップボックス、コンピュー
タ、テレビ、光学ディスクプレーヤ等であってもよい。
【００３２】
　本発明の一態様は、オーディオストリームがビデオストリームと同期される、ビデオス
トリーム及びオーディオストリームを有するメディアストリームを受信するステップと、
前記ビデオストリームを、前記ビデオストリームの表示のためのディスプレイに送信する
ステップと、前記オーディオストリームをデジタルデータの形でデジタルワイヤレスデー
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タ接続を介してモバイル計算デバイスに流すステップとを有する、オーディオ転送のため
の方法に関する。
【００３３】
　本発明の方法は、コンピュータ実装された方法としてコンピュータに、専用のハードウ
ェアに、又は、両方の組み合わせにおいて実装されてもよい。本発明の方法のための実行
コードは、コンピュータプログラム製品上に格納されてもよい。コンピュータプログラム
製品の例は、メモリデバイス、光学ストレージデバイス、集積回路、サーバ、オンライン
ソフト等を含む。好ましくは、コンピュータプログラム製品は、このコンピュータプログ
ラム製品がコンピュータ上で実行されたときに本発明の方法を実行するためのコンピュー
タ可読媒体上に格納された非一時的プログラムコード手段を有する。
【００３４】
　好ましい実施形態において、コンピュータプログラムは、コンピュータプログラムがコ
ンピュータ上で実行されたときに本発明の方法の全てのステップを実行するように適合さ
れたコンピュータプログラムコード手段を有する。好ましくは、コンピュータプログラム
は、コンピュータ可読媒体上に具現化される。
【００３５】
　既知のワイヤレスヘッドホンは、プライベートな聴取体験（誰も妨害しない）及び場合
によりプライベートなボリューム設定の利点も有することに留意されたい。しかしながら
、これらは、別々に購入される必要があり、非常に高価であり、複数のヘッドセットが同
時に用いられるのを可能とするものではなく、ホームエンターテイメントシステムのオー
ディオジャッキへの接続を必要とし、それ故、１又は少数のヘッドホンしか用いられ得な
い。
【００３６】
　しかしながら、モバイル計算デバイスにおけるワイヤレスデータネットワークインター
フェースを用いることにより、オーディオ転送デバイスとヘッドホンとの間の接続は、オ
ーディオジャッキを介しては行わない。これは、接続を簡素化し、複数の接続を可能にし
、家庭における追加のワイヤレスシステムを必要としない。
【００３７】
　本発明のこれらの及び他の態様は、以下で述べられる実施形態から明らかになり、これ
らを参照して説明されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】オーディオ／ビデオシステムを示すブロック図である。
【図２ａ】オーディオ／ビデオシステムを示すブロック図である。
【図２ｂ】オーディオ／ビデオシステムを示すブロック図である。
【図３】オーディオ／ビデオシステムを示すブロック図である。
【図４】オーディオ／ビデオシステムを示すブロック図である。
【図５】オーディオ／ビデオシステムを示すブロック図である。
【図６】オーディオ／ビデオシステムを示すブロック図である。
【図７】オーディオ／ビデオシステムを示すブロック図である。
【図８】オーディオ転送方法を示すフローチャートである
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　異なる図面において同一の参照番号を有するアイテムは、同じ構造的なフィーチャ及び
同じ機能を有するか、又は、同じ信号であることに留意されるべきである。斯様なアイテ
ムの機能及び／又は構造が説明された場合、詳細な説明においてその反復説明の必要がな
い。
【００４０】
　本発明は、多くの異なる形式における実施形態を可能とする一方で、これらは、図面に
おいて示され、本開示が、本発明の原理の例示的なものであるとみなされ、本発明を示さ
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れ述べられた特定の実施形態に限定することを意図しないという理解のもとで、１又はそ
れ以上の特定の実施形態がここで詳細に述べられるだろう。
【００４１】
　図１は、オーディオ／ビデオシステム１００を示している。システム１００は、ブルー
レイプレーヤのような光学ディスクプレーヤ、ＵＳＢスティックのようなメモリデバイス
、又は、インターネットに接続されたコンピュータ等のようなメディアストリームソース
１１０を有する。システム１００は、オーディオ転送デバイス１２０を有する。オーディ
オ転送デバイス１２０は、メディアストリームを受信するためのメディアストリームソー
ス１１０に接続される。メディアストリームは、ビデオと少なくとも１つのオーディオス
トリームとを有する。また、メディアストリームは、複数のビデオストリームを有しても
よい。オーディオ／ビデオシステム１００は、ディスプレイ１３０を有する。ディスプレ
イ１３０は、テレビ（例えば、液晶テレビ）又はモニタ（例えば、コンピュータモニタ）
であってもよい。典型的には、ディスプレイ１３０は、ホームエンターテイメントシステ
ムの部分であるだろう。例えば、ディスプレイ１３０は、複数の人々により見られ得るリ
ビングルームにあってもよい。オーディオ／ビデオシステム１００は、モバイル計算デバ
イス１４０を有する。モバイル計算デバイス１４０は、モバイルフォン（例えば、スマー
トフォン）又はタブレット等であってもよい。モバイル計算デバイス１４０は、ヘッドホ
ン１５０に接続可能である。図１は、ヘッドホン１５０に現在接続されているモバイル計
算デバイス１４０を示している。ヘッドホン１５０は、２つの耳のそれぞれに対して１つ
又は通常２つのラウドスピーカを配置するためのヘッドバンドを有するヘッドセットであ
ってもよい。ヘッドホン１５０は、２つの耳のそれぞれにおける配置のための１つ又は通
常２つのラウドスピーカを有するイヤーセットであってもよい。好ましくは、ヘッドホン
１５０は、自由に接続及び切断されてもよい。しかしながら、ヘッドホン１５０とモバイ
ル計算デバイス１４０との間の接続が恒久的に行われてもよい。
【００４２】
　オーディオ転送デバイス１２０は、ビデオ接続１６４を介してディスプレイ１３０に接
続される。典型的には、ビデオ接続１６４は、有線接続、即ち、オーディオ転送デバイス
１２０とディスプレイ１３０との間を走るケーブル（例えば、ＨＤＭＩケーブル）である
。オーディオ転送デバイス１２０は、ワイヤレスデータネットワーク接続１６２を介して
モバイル計算デバイス１４０に接続される。ワイヤレスデータネットワーク接続は、典型
的には伝送エラーの場合において場合により再送信システムを有する誤り検出を有する、
パケット化されたデジタル接続であってもよい。好ましくは、ＰＳＫエンコーディングの
ような、高データ伝送のためのエンコーディングが用いられる。例えば、ワイヤレスデー
タネットワーク接続１６２は、ＷＩ－ＦＩ接続であってもよい。
【００４３】
　動作の間、オーディオ転送デバイス１２０は、メディアストリームソース１１０からメ
ディアストリームを受信する。メディアストリームは、オーディオ及びビデオを含む。オ
ーディオ及びビデオストリームは、少なくともある程度は同期される。例えば、ビデオ及
びオーディオがインターリーブされ、それ故にどのオーディオがどのビデオと進行するか
を示すので、同期は黙示的であってもよい。また、同期は明示的であってもよく、例えば
、ビデオ及びオーディオストリームがタイムスタンプを含んでもよい。例えば、ビデオス
トリームにおけるタイムスタンプは、ビデオの対応する部分が同じタイムスタンプに対応
するオーディオストリームにおける部分に対応することを示してもよい。
【００４４】
　オーディオ転送デバイス１２０は、メディアストリームの少なくともビデオストリーム
をディスプレイ１３０に転送する。オーディオ転送デバイス１２０は、メディアストリー
ム全体をディスプレイ１３０に転送してもよい。オーディオ転送デバイス１２０は、メデ
ィアストリームからオーディオストリームを取得する。オーディオ転送デバイス１２０は
、モバイル計算デバイス１４０への無線伝送に適したフォーマットでオーディオストリー
ムをエンコードする。オーディオ転送デバイス１２０はモバイル計算デバイス１４０にビ
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デオを転送せず、これは帯域幅を大きく低減することに留意されたい。それ故、待ち時間
及び信頼性は増大される。オーディオ転送デバイス１２０は、無線伝送によりもたらされ
る遅延を低減するために、即ちモバイル計算デバイス１４０に送信されるべきデータの量
を低減するために、オーディオを再符号化してもよいことに留意されたい。例えば、オー
ディオ転送デバイス１２０は、より高い圧縮によって、より低いサンプリング周波数によ
って、及び／又は、ステレオのモノラルへの低減によって再符号化してもよい。再符号化
により取り込まれた遅延は、好ましくは、より少ないビットを送信することにより進めら
れた時間よりも低いものであり、これは直接の実験により確認され得る。比較的少しだけ
の処理によりデータの量を低減する動作は、最も大きな影響（例えば、ステレオのモノラ
ルへの低減）を与える可能性がある。モバイル計算デバイスは、ワイヤレス接続によりも
たらされる遅延が同期を維持するにはあまりにも大きすぎることを示すメッセージをオー
ディオ転送デバイス１２０に送ってもよい。その場合、デバイス１２０はサイズ削減を増
大してもよく、例えば、オーディオストリームからのより多くの言語を破棄する。
【００４５】
　オーディオ転送デバイス１２０は、オーディオストリームをワイヤレス接続１６２を介
してモバイル計算デバイス１４０に送る。オーディオ転送デバイス１２０とモバイル計算
デバイス１４０との間のワイヤレス接続は、以前に確立されていてもよい。モバイル計算
デバイス１４０は、オーディオストリームを受信し、必要に応じて、モバイル計算デバイ
ス１４０は、例えばボリューム、イコライザ設定等を制御するために、受信したストリー
ムを処理し、ストリームをヘッドホン１５０対して再生する。
【００４６】
　典型的には、モバイル計算デバイス１４０は、オーディオ転送デバイス１２０との接続
、オーディオストリームの受信、オプショナルな処理、及び、再生を制御するソフトウェ
アを実行するだろう。例えば、再生しているソフトウェアは、ユーザが処理を制御するの
を可能にしてもよい。例えば、モバイル計算デバイス１４０は、音を一時的にミュートす
る等を可能にしてもよい。
【００４７】
　図２ａ及び２ｂは、オーディオ／ビデオシステム１０１及び１０２におけるメディアス
トリームソース１１０、オーディオ転送デバイス１２０及びディスプレイ１３０の代替の
構成を示している。図２ａは、メディアストリームソース１１０を有するオーディオ転送
デバイス１２０を示している。この場合、メディアストリームは、オーディオ転送デバイ
ス１２０において直接生成されてもよい。図２ｂは、ディスプレイ１３０に含まれるオー
ディオ転送デバイス１２０を示している。接続ビデオ接続１６４は、ディスプレイ１３０
の内部にある。
【００４８】
　図２ａは、追加の機能、即ちビデオに対応するオーディオをモバイル計算デバイス１４
０（例えば、スマートフォン）に流すことを有するメディアプレーヤ（即ち、光学ディス
クプレーヤ）を可能にするので、有利である。斯様なプレーヤは、ユーザがプライベート
なオーディオにより任意の動画を楽しみ得るので、この機能をもたないプレーヤにとって
好ましいだろう。
【００４９】
　また、図２ｂは、ディスプレイ（即ち、テレビ）が、流されるべき、現在表示されてい
るビデオに対応する任意のオーディオを、モバイル計算デバイス（即ち、スマートフォン
）に流すのを可能にするので、有利である。ディスプレイ１３０は全ての音を抑制しても
よく、その音は最も少ない妨害であることに留意されたい。しかしながら、これは、１又
はそれ以上の選択されたユーザに対してのみ流されてもよい。彼らは代替手段、例えば増
大したボリューム設定又はディスプレイ１３０の他のユーザとは異なる言語を要求するた
めである。
【００５０】
　図２ａ及び２ｂは組み合わせられてもよい、即ち、メディアストリームソース１１０が
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ディスプレイ１３０に含まれてもよいことに留意されたい。
【００５１】
　図３は、オーディオ／ビデオシステム１０３（オーディオ／ビデオシステム１００の更
に他の変形例）を示している。図３は、複数のモバイル計算デバイス１４０、１４０´及
び１４０´´を示しているが、２又は３よりも多い態様も可能である。オーディオ転送デ
バイス１２０は、複数のモバイル計算デバイスのそれぞれにワイヤレス接続される。オー
ディオ転送デバイス１２０は、複数の個々の接続を介して接続されてもよい。オーディオ
転送デバイス１２０は、複数のデバイスに放送してもよい。
【００５２】
　例えば、メディアストリームは、複数の言語のための複数のオーディオストリームを含
んでもよい。オーディオ転送デバイス１２０は、異なるオーディオストリームを異なるデ
バイスに送ってもよい。例えば、モバイル計算デバイスは、どのオーディオストリームを
受信したいかをオーディオ転送デバイス１２０に通信してもよい。オーディオ転送デバイ
ス１２０は、全てのオーディオストリームを全てのデバイスに転送してもよい。この場合
、ユーザは、どのストリームをモバイル計算デバイス上で局所的に聴取するべきかについ
て選択を行ってもよい。オーディオ転送デバイス１２０は、幾つかのストリーム（即ち、
誰も興味を起こさないストリーム）を破棄してもよく、他のストリームを複数のデバイス
に放送する。これは、複数の接続を回避し、更に、各ユーザがその選んだ方のオーディオ
ストリームを聴取するのを可能にするので、帯域幅を低減して、待ち時間を最適化する。
【００５３】
　有利な実装において、オーディオ転送デバイスは、デフォルト言語によって構成される
。オーディオ転送デバイスは、オリジナル言語及びデフォルト言語を転送し、他の全ての
ものを破棄する。その状況において、それぞれ個々のユーザは、オーディオものの吹き替
えられた又はオリジナルのバージョンを選択してもよい。
【００５４】
　複数のモバイル計算デバイスは、全てが同じタイプのものである必要はない。これらは
、オーディオ転送デバイス１２０に接続するための異なるソフトウェアを実行してもよい
。
【００５５】
　図４は、システム１００の考えられる実装であるシステム１０４を示している。適切に
変更されて、システム１０４のために与えられる実装の詳細は、システム１００－１０３
において用いられてもよい。
【００５６】
　オーディオ転送デバイス１２０は、メディアストリームソース１１０からメディアスト
リームを受信するためのメディアインタフェースを有する。例えば、インタフェース１１
０は、ケーブルを接続するためのジャッキを有してもよい。オーディオ転送デバイス１２
０は、オーディオ転送デバイス１２０を、ビデオをディスプレイに流すためにディスプレ
イ１３０に接続するためのディスプレイインタフェースを有する。オーディオ転送デバイ
ス１２０は、モバイル計算デバイスへのワイヤレスデジタル接続のためのワイヤレスデー
タネットワークインターフェース１２６を有する。モバイル計算デバイス１４０は、対応
するワイヤレスデータネットワークインターフェース１４２を有する。オーディオ転送デ
バイス１２０により送られたオーディオストリームがモバイル計算デバイス１４０により
受信され得るという点で、インタフェース１２６及び１４２は互換性がある。モバイル計
算デバイス１４０は、ヘッドホンインタフェース１４４（即ち、ヘッドホン１５０のプラ
グを受けるためのヘッドフォンジャック）を有する。ヘッドホンインタフェース１４４は
、モバイル計算デバイス１４０をBluetoothヘッドホンと接続するためのBluetoothインタ
フェースであってもよい。モバイル計算デバイス１４０及びヘッドホン１５０は、ワイヤ
を介して接続されてもよい。
【００５７】
　動作の間、オーディオ転送デバイス１２０は、メディアインタフェース１２２でメディ
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アストリームを受信し、そこからオーディオストリームを取得する。オーディオストリー
ムは、ワイヤレスデータネットワークインターフェース１２６を介してモバイル計算デバ
イス１４０に転送される。ビデオストリームは、ディスプレイインタフェース１２４を介
してディスプレイ１３０に転送される。モバイル計算デバイス１４０は、ワイヤレスデー
タネットワークインターフェース１４２を介してオーディオストリームを受信し、ヘッド
ホンインタフェース１４４を介して再生する。
【００５８】
　例えば、オーディオ転送デバイス１０２は、ビデオストリームから分離してメディアス
トリームからオーディオストリームを取得するように構成されるオーディオセパレータ（
別々には示されない）を有し得る。例えば、セパレータは、インタフェース１２２におい
て一体化され得る。
【００５９】
　図５は、システム１００の考えられる実装であるシステム１０５を示している。適切に
変更されて、システム１０４のために与えられる実装の詳細はシステム１００－１０３に
おいて用いられてもよい。
【００６０】
　オーディオ転送デバイス１２０は、オーディオ受信インタフェースを有する。メディア
インタフェース１２２は、オーディオ及びビデオストリームの双方を含むメディアストリ
ームをディスプレイ１３０に転送するように構成される。それ故、ビデオ及びオーディオ
ストリーム間のメディアストリームにおける同期が維持される。ディスプレイ１３０は、
メディアストリームを処理するように構成され、メディアストリームの受信とビデオスト
リームの表示との間の遅延を取り込む。例えば、遅延は、色の向上、ノイズの低減等のた
めの画像に対する処理によりもたらされ得る。オーディオストリームは、同じ量によりデ
ィスプレイ１３０により遅れ、オーディオ転送デバイス１２０に転送される。ディスプレ
イデバイス１３０は、オーディオストリームを再生してもよいし、再生しなくてもよい。
オーディオ転送デバイス１２０は、オーディオ受信インタフェース１２８でオーディオス
トリームを受信する。オーディオ受信インタフェース１２８で受信されるオーディオスト
リームは、ディスプレイ１３０で現在表示されているビデオと同期される。そして、オー
ディオ転送デバイス１２０は、オーディオストリームをワイヤレスデータネットワークイ
ンターフェース１２６を介してモバイル計算デバイス１４０に転送する。ワイヤレス接続
は、遅延を取り込むだろう。適切に動作するワイヤレス接続において、この遅延は、通常
のユーザにより知覚できない範囲内にあり得る。しかしながら、無線伝送が最適なものよ
り小さい場合であっても、遅延は、許容可能な境界内にとどまり得る。後者の場合、伝送
は、オーディオストリームにおけるデータの量を低減することにより向上され得ることに
留意されたい。
【００６１】
　図６は、システム１００の考えられる実装であるシステム１０６を示している。適切に
変更して、システム１０４のために与えられる実装の詳細は、システム１００－１０３に
おいて用いられ得る。オーディオ転送デバイス１２０は、遅延値インタフェース１２９を
有する。ディスプレイ１３０は、ディスプレイによるビデオストリームの受信とディスプ
レイ上のビデオストリームの表示との間の遅延を表すデジタル形式の値をオーディオ転送
デバイス１２０に送るように構成される。
【００６２】
　オーディオ転送デバイス１２０は、遅延値インタフェース１２９を介してこの値を受信
するように構成される。遅延値は、種々の手段において用いられ得る。例えば、オーディ
オ転送デバイス１２０は、遅延値をワイヤレスデータネットワークインターフェース１２
６を介してモバイル計算デバイス１４０に送ってもよい。モバイル計算デバイス１４０は
、ビデオストリームの表示と同期するようにオーディオストリームの再生を遅延させるた
めのオーディオデライヤ１４６を有してもよい。オーディオデライヤ１４６は、遅延値引
く無線接続遅延によりオーディオストリームを遅延させる。無線接続遅延は、適切なプロ
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トコルを実行するオーディオ転送デバイス１２０及びモバイル計算デバイス１４０により
決定され得る。例えば、モバイル計算デバイス１４０は、モバイル計算デバイス１４０か
らオーディオ転送デバイス１２０へ行って戻って来るパケットの往復時間を見つけるため
に（接続試験用；ping）プロトコルを実行してもよい（又は、オーディオ転送デバイス１
２０がこのプロトコルを実行してもよい）。半分の往復時間は、典型的には、ワイヤレス
接続により取り込まれた遅延に対応するだろう。オーディオ転送デバイス１２０又はモバ
イル計算デバイス１４０は、（予め決められた時間毎、即ち５分毎）にプロトコルを繰り
返し得る。往復回数は、平均して複数の往復（即ち、５つの往復）であってもよい。
【００６３】
　有利には、無線遅延を決定することは、オーディオストリームを流すことと組み合わせ
られてもよい。例えば、オーディオストリームのパケットを受信すると、モバイル計算デ
バイス１４０は、前記パケットをオーディオ転送デバイス１２０に通知することにより応
答し得る。通知は、パケット（即ち、パケットの部分）を識別するデータ、又は、パケッ
トに渡るハッシュを含んでもよい。オーディオ転送デバイス１２０が通知を受信する時間
及びオーディオ転送デバイス１２０がパケットを送信する時間を差し引くことにより、オ
ーディオ転送デバイス１２０は、往復時間を決定してもよい。往復時間の半分（又は、平
均の半分）は、無線遅延に対応する。無線遅延は、ワイヤレスデータネットワークインタ
ーフェース１２６を介してオーディオ転送デバイス１２０に送信され得る。そして、オー
ディオデライヤ１４６は、ディスプレイ１３０の遅延引く無線遅延により遅延し得る。後
者の差し引きが否定的である場合、モバイル計算デバイス１４０は、全く遅延しないこと
を選択してもよい。
【００６４】
　図７は、オーディオデライヤ１４６が、差し引きが否定的であることをメディアインタ
フェース１２２に報告する変形例を示している。この場合、メディアインタフェース１２
２は、例えば（場合により安全対策として予め決められた割合によって増大される）対応
する量により、ビデオストリームのディスプレイ１３０への転送を遅延させる。
【００６５】
　最後に、オーディオ転送デバイス１２０は、モバイル計算デバイス上で再生している間
におけるオーディオストリームを、ディスプレイ上でのビデオストリームの表示と同期さ
せるための同期データストリームを生成するように構成されたシンクロナイザを含んでも
よい。例えば、場合によりオーディオ及びビデオストリームの一方又は双方において又は
それに沿って、タイムスタンプが導入されてもよい。
【００６６】
　同期化データは、メディアストリーム内にあってもよい。この場合、オーディオ転送デ
バイス１２０は、既存の同期化データをディスプレイ１３０及びモバイル計算デバイス１
４０に転送してもよい。
【００６７】
　典型的には、オーディオ転送デバイス１２０及びモバイル計算デバイス１４０は、各々
がマイクロプロセッサ（図示省略）を有し、これは、デバイスオーディオ転送デバイス１
２０及びモバイル計算デバイス１４０において格納される適切なソフトウェアを実行し、
例えば、ソフトウェアは、ダウンロードされ、対応するメモリ（例えば、ＲＡＭ（図示省
略））又はフラッシュのような不揮発メモリに格納され得る。例えば、モバイル計算デバ
イス１４０は、いわゆる"ａｐｐ"としてソフトウェアをダウンロードしてもよい。デバイ
ス１１０及び１３０は、マイクロプロセッサ及びメモリ（図示省略）を備えていてもよい
。
【００６８】
　図８は、概略フロー図として、オーディオを転送する方法８００を示している。図８は
、オーディオストリームがビデオストリームと同期される、ビデオストリーム及びオーデ
ィオストリームを有するメディアストリームを受信することを有するステップ８１０と、
ビデオストリームの表示のためにビデオストリームをディスプレイに送信することを有す
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るステップ８２０と、オーディオストリームをデジタルデータの形でデジタルワイヤレス
データ接続を介してモバイル計算デバイスに流すことを有するステップ８３０とを示して
いる。ステップ８１０，８２０及び８３０は、オーディオ転送デバイス１２０により典型
的に実行される。
【００６９】
　当業者にとって明らかなように、前記方法を実行する多くの異なる手段が考えられる。
例えば、ステップの順序は変えられてもよく、又は、幾つかのステップが並行して実行さ
れてもよい。更に、ステップの間に、他の方法ステップが挿入されてもよい。挿入された
ステップは、ここで記述されたような方法の改良を表してもよく、又は、前記方法に無関
係であってもよい。例えば、ステップ８１０，８２０及び８３０が少なくとも部分的に並
行して実行されてもよい。更に、所与のステップは、次のステップが始まる前に完全に終
えていなくてもよい。
【００７０】
　本発明の方法は、プロセッサシステムが方法８００を実行することをもたらすための命
令を有するソフトウェアを用いて実行されてもよい。ソフトウェアは、システムの特定の
サブエンティティにより得られたこれらのステップのみを含んでいてもよい。ソフトウェ
アは、適切なストレージ媒体（例えば、ハードディスク、フロッピー、メモリ等）に格納
されていてもよい。ソフトウェアは、有線又は無線に沿った信号として送られてもよく、
又は、データネットワーク（例えば、インターネット）を用いて送られてもよい。ソフト
ウェアは、ダウンロードのために及び／又はサーバ上での遠隔使用のために利用可能であ
ってもよい。
【００７１】
　本発明は、本発明を実現するために適合される、コンピュータプログラム、とりわけ担
体上の又はそれにおけるコンピュータプログラムにも拡張することはいうまでもないだろ
う。プログラムは、部分的にコンパイルされた形式のような、ソースコード、オブジェク
トコード、コード中間ソース及びオブジェクトコードの形式、又は、本発明の方法の実装
における使用に適した任意の他の形式であってもよい。コンピュータプログラムプロダク
トに関する一実施形態は、記載された方法のうち少なくとも１つの処理ステップのそれぞ
れに対応するコンピュータ実行可能な命令を有する。これらの命令は、サブルーチンに再
分割されてもよく、及び／又は、静的又は動的に連結され得る１又はそれ以上のファイル
に格納されてもよい。コンピュータプログラムプロダクトに関する他の実施形態が、記載
されたシステ及び／又はプロダクトのうち少なくとも１つの手段のそれぞれに対応するコ
ンピュータ実行可能な命令を有する。
【００７２】
　上述の実施形態は、本発明を限定するよりはむしろ例示であり、当業者は、多くの代替
実施形態を設計することが可能であることが留意されるべきである。
【００７３】
　請求項において、括弧間に配置された任意の参照符号は、請求項を限定するものとして
考慮されるべきではない。"有する"という動詞の使用及びその活用は、請求項に記載され
たもの以外の要素又はステップの存在を除外するものではない。要素の単数標記は、斯様
な要素の複数の存在を除外するものではない。本発明は、幾つかの異なる要素を有するハ
ードウェアによって、及び、適切にプログラムされたコンピュータによって実装されても
よい。幾つかの手段を列挙している装置に係る請求項において、これらの手段の幾つかは
、ハードウェアの全く同一のアイテムにより具現化されてもよい。特定の手段が相互に異
なる従属請求項に記載されるという単なる事実は、これらの手段の組み合わせが有効に用
いられ得ないことを示すものではない。
【符号の説明】
【００７４】
１００－１０７　オーディオ／ビデオシステム
１１０　メディアストリームソース
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１２０　オーディオ転送デバイス
１２２　メディアインタフェース
１２４　ディスプレイインタフェース
１２６　ワイヤレスデータネットワークインターフェース
１２８　オーディオ受信インタフェース
１２９　遅延値インタフェース
１３０　ディスプレイ
１４０　モバイル計算デバイス
１４０´，１４０´´　モバイル計算デバイス
１４２　ワイヤレスデータネットワークインターフェース
１４４　ヘッドホンインタフェース
１４６　オーディオディレイヤ
１５０　ヘッドホン
１５０´，１５０´´　ヘッドホン
１６２　ワイヤレスデータネットワーク接続
１６４　ビデオ接続

【図１】

【図２ａ】

【図２ｂ】
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